




平塚共済病院 薬剤科

風邪に使う漢方薬として葛根湯が有名ですが、ここでは風邪のひきはじめ（症状が出てから
３日頃まで）に使える漢方薬を紹介します。
多くの漢方薬はその人の体質に合ったものでないと十分に効果を発揮することができません。
人それぞれ固有の体質を持ち、症状のあらわれ方も人によって違うので、使える漢方薬も
いろいろなものがあります。薬剤師と相談しながら活用してみてください。

【体力や抵抗力が充実している人に適している漢方薬】
麻黄湯（まおうとう）
さむけはするものの汗は出ておらず、関節などのふしぶしに痛みがある方に適しています。
胃腸が丈夫な方に向いており、胃腸が弱い方や体力を消耗している方は注意が必要です。
麻黄湯は体を温めて発汗を促すことでかぜを治そうとする力を強化し、急な発熱やさむけ
などのかぜの症状を改善します。
発汗作用を促す働きがあるので、元々体力がない方や虚弱な方が服用されてしまうと身体の
負担になる可能性があります。

葛根湯（かっこんとう）
さむけはするものの汗は出ておらず、頭痛や首・肩周辺のこわばりがある方に適しています。
葛根湯は体を温め発汗を促すことでかぜを治そうとする力を高めてくれます。また、筋肉の
緊張を緩め頭痛や首周辺のこわばりなども改善するため、かぜ以外の肩こりや頭痛にも効果
を発揮します。

【体力がなく、弱々しい感じの人に適している漢方薬】
麻黄附子細辛湯（まおうぶしさいしんとう）
もともと冷え症の方や、熱感はほとんどなく悪寒だけが強い方に適しています。
麻黄附子細辛湯は体が熱を作り出す力をサポートして、風邪のひきはじめの症状を改善して
いきます。
体が冷えると悪化するアレルギー性鼻炎にも使われます。

桂枝湯（けいしとう）
胃腸が弱く自然に汗をかいている方、日頃から疲れやすくかぜをひきやすい方に適しています。
桂枝湯は体をじんわりと温め発汗させることで、頭痛やさむけ軽い発熱などかぜのひきはじめ
の症状を改善します。
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